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　単元全体の評価規準と個の評価基準におい
て、各教科等の内容を記述し、何がどこまで
どのように身に付いたかを記録する。
⑶各学部授業研究会の実施
　単元計画表及びＰシートを活用し、学習評
価に基づく授業改善を通した授業づくりを 
行う。
３　取組の成果
⑴学習評価を重視したPDCAサイクルの構築
　実効性があり機能的なPDCAサイクルの構
築を目指して、Ｐシートを用い、観点別学習
状況の評価の３観点で評価規準や評価基準を
設定した。学習評価では、３観点ごとに個に
おいて何がどこまで身に付いたのか、どのよ
うな支援が必要なのか等を示し、その学習評
価を根拠として、次単元で目指す各教科等の
内容や取組などについて、個別レベルでの授
業改善を考えることができた。このような取
組の結果、児童生徒の姿を多面的に捉えて、
目標設定や学習評価につなげることができる
ようになった。
⑵合わせた指導の授業づくりの見直し
　合わせた指導の授業づくりを各教科の視点
で見直し、学習評価に基づく授業改善を通し
た授業づくりに取り組んだことにより、合わ
せている教科等の目標や内容が精選され、合
わせる教科等の関連性について整理すること
ができた。
　今後は、単元計画表及びＰシートを継続し
て活用できるよう書式の見直しを図っていき
たい。また、子供が主体的に活動できる授業
づくりについて、授業研究会を通して引き続
き検討していきたい。

１　はじめに
　平成29年及び平成31年に公示された特別支
援学校学習指導要領では、知的障害のある児
童生徒に対する教育を行う特別支援学校の各
教科について、目標や内容、示し方の枠組み
等が小学校等の各教科と同様に大幅な改訂が
行われた。各教科等を合わせた指導（以下、
合わせた指導）についても、カリキュラム・
マネジメントの視点に基づいたPDCAサイク
ルの重要性や各教科の目標に準拠した評価の
観点による学習評価を行うことの必要性など
が規定された。そこで、平成30年度から３年
計画で、本校の従前の合わせた指導を改訂の
趣旨に則って見直し、学習評価に基づく授業
改善を通して、根拠のある合わせた指導の在
り方を検討することに取り組んだ。
２　方法
⑴単元計画表の作成と活用
　合わせた指導で単元計画表を作成する際に、
中心となる教科等を検討し、前単元からのつ
ながりを考え、単元の評価規準を設定し記載
する。
⑵PDCAサイクルシート（以下、Ｐシート）
の作成と活用
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各教科等を合わせた指導における、子どもが主体的に
活動できる確かな授業づくり
～学習評価に基づく授業改善を通して～

図１　PDCAサイクルシート


